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【誤訳訂正書】
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【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　メモリデバイスに格納され複数のプリコーディングマトリクスを含むマトリクスコード
ブックから、Ｍ個のサブキャリアのための一のターゲットプリコーディングマトリクスを
特定する方法であって、
　Ｎが１より大きく、Ｍ以下である場合に、Ｎ個のサブキャリア毎にチャネルマトリクス
を平均化して、Ｌ個の平均チャネルマトリクスを生成する段階
　を備え、前記方法はさらに、
　前記マトリクスコードブックに含まれるプリコーディングマトリクス毎に、
　前記Ｌ個の平均チャネルマトリクスのそれぞれを用いてキャパシティメトリックの近似
メトリックを算出して、Ｌ個の平均メトリックを求める段階と、
　前記Ｍ個のサブキャリアについての前記Ｌ個の平均メトリックの合計値または平均値を
算出する段階と、
　を備え、前記方法はさらに、
　前記ターゲットプリコーディングマトリクスとして、前記複数のプリコーディングマト
リクスから、前記平均メトリックの合計値または平均値を大きくする特定の１つのプリコ
ーディングマトリクスを特定する段階、
　を備え、
　前記Ｌ個の平均メトリックを求める段階は、単位行列を含む前記キャパシティメトリッ
クにおける前記単位行列を無視する前記近似メトリックを用いて前記キャパシティメトリ
ックを近似する段階を有し、
　前記特定の１つのプリコーディングマトリクスを特定する段階は、
　メモリデバイスに格納されているマトリクスコードブック内の全てのマトリクスを対象
として、前記平均メトリックの合計値または平均値を用いて検索を行って、無線ネットワ
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ークチャネルのキャパシティを高める特定のプリコーディングマトリクスであって、対応
するマトリクスインデックスを持つ特定のプリコーディングマトリクスを特定する段階と
、
　前記マトリクスインデックスを前記無線ネットワークチャネルで送信する段階と、
　を有する方法。
【請求項２】
　前記無線ネットワークチャネルの前記キャパシティを高める前記特定のプリコーディン
グマトリクスを特定することは、
　Ｆが前記特定のプリコーディングマトリクスを表し、
【数３０】

　が前記平均メトリックの合計値または平均値を表す場合に、
【数３１】

　の解を求めることを含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　メモリデバイスに格納され複数のプリコーディングマトリクスを含むマトリクスコード
ブックから、Ｍ個のサブキャリアのための一のターゲットプリコーディングマトリクスを
特定する方法であって、
　Ｎが１より大きく、Ｍ以下である場合に、Ｎ個のサブキャリア毎にチャネルマトリクス
を平均化して、Ｌ個の平均チャネルマトリクスを生成する段階
　を備え、前記方法はさらに、
　前記マトリクスコードブックに含まれるプリコーディングマトリクス毎に、
　前記Ｌ個の平均チャネルマトリクスのそれぞれを用いて最小二乗平均誤差メトリックを
算出して、Ｌ個の平均メトリックを求める段階と、
　前記Ｍ個のサブキャリアについての前記Ｌ個の平均メトリックの合計値または平均値を
算出する段階と、
　を備え、前記方法はさらに、
　前記ターゲットプリコーディングマトリクスとして、前記複数のプリコーディングマト
リクスから、前記平均メトリックの合計値または平均値を大きくする特定の１つのプリコ
ーディングマトリクスを特定する段階と
　を備え、
　前記Ｌ個の平均メトリックを求める段階は、
　最小二乗平均誤差デコーダからデコーダ誤差エネルギー項を含む対角行列を構築する段
階と、
　前記最小二乗平均誤差メトリックを構築するべく前記最小二乗平均誤差デコーダとの間
のリンクのキャパシティを算出する段階と、
　を有し、
　前記特定の１つのプリコーディングマトリクスを特定する段階は、前記平均メトリック
の合計値または平均値を用いて、メモリデバイスに格納されているマトリクスコードブッ
ク内の全てのマトリクスを対象として検索を行って、無線ネットワークチャネルのキャパ
シティを高める特定のプリコーディングマトリクスであって、対応するマトリクスインデ
ックスを持つ特定のプリコーディングマトリクスを特定する段階と、
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　前記マトリクスインデックスを前記無線ネットワークチャネルで送信する段階と、
　を有する方法。
【請求項４】
　前記無線ネットワークチャネルの前記キャパシティを高める前記特定のプリコーディン
グマトリクスを特定することは、
　Ｆが前記特定のプリコーディングマトリクスであり、
【数３２】

　が成り立ち、
　Ｅが、前記対角行列である場合に、

【数３３】

　の解を求めることを含む請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　Ｎは、Ｍに等しい請求項１から４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　Ｌは、ＭをＮで除算した結果に等しい請求項１から５のいずれか一項に記載の方法。
【請求項７】
　メモリデバイスに格納され複数のプリコーディングマトリクスを含むマトリクスコード
ブックから、Ｍ個のサブキャリアのための一のターゲットプリコーディングマトリクスを
特定する受信機であって、
　Ｎが１より大きく、Ｍ以下である場合に、Ｎ個のサブキャリア毎にチャネルマトリクス
を平均化して、Ｌ個の平均チャネルマトリクスを生成する手段
　を備え、前記受信機はさらに、
　前記マトリクスコードブックに含まれるプリコーディングマトリクス毎に、
　前記Ｌ個の平均チャネルマトリクスのそれぞれを用いてキャパシティメトリックの近似
メトリックを算出して、Ｌ個の平均メトリックを求める手段と、
　前記Ｍ個のサブキャリアについての前記Ｌ個の平均メトリックの合計値または平均値を
算出する手段と、
　を備え、前記受信機はさらに、
　前記ターゲットプリコーディングマトリクスとして、前記複数のプリコーディングマト
リクスから、前記平均メトリックの合計値または平均値を大きくする特定の１つのプリコ
ーディングマトリクスを特定する手段
　を備え、
　前記Ｌ個の平均メトリックを求める手段は、単位行列を含む前記キャパシティメトリッ
クにおける前記単位行列を無視する前記近似メトリックを用いて前記キャパシティメトリ
ックを近似する手段を有し、
　前記特定の１つのプリコーディングマトリクスを特定する手段は、メモリデバイスに格
納されているマトリクスコードブック内の全てのマトリクスを対象として、前記平均メト
リックの合計値または平均値を用いて検索を行って、無線ネットワークチャネルのキャパ
シティを高める特定のプリコーディングマトリクスであって、対応するマトリクスインデ
ックスを持つ特定のプリコーディングマトリクスを特定する手段と、
　前記マトリクスインデックスを前記無線ネットワークチャネルで送信する手段と、
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を有する受信機。
【請求項８】
　メモリデバイスに格納され複数のプリコーディングマトリクスを含むマトリクスコード
ブックから、Ｍ個のサブキャリアのための一のターゲットプリコーディングマトリクスを
特定する受信機であって、
　Ｎが１より大きく、Ｍ以下である場合に、Ｎ個のサブキャリア毎にチャネルマトリクス
を平均化して、Ｌ個の平均チャネルマトリクスを生成する手段
　を備え、前記受信機はさらに、
　前記マトリクスコードブックに含まれるプリコーディングマトリクス毎に、
　前記Ｌ個の平均チャネルマトリクスのそれぞれを用いて最小二乗平均誤差メトリックを
算出して、Ｌ個の平均メトリックを求める手段と、
　前記Ｍ個のサブキャリアについての前記Ｌ個の平均メトリックの合計値または平均値を
算出する手段と、
　を備え、前記受信機はさらに、
　前記ターゲットプリコーディングマトリクスとして、前記複数のプリコーディングマト
リクスから、前記平均メトリックの合計値または平均値を大きくする特定の１つのプリコ
ーディングマトリクスを特定する手段と
　を備え、
　前記Ｌ個の平均メトリックを求める手段は、
　最小二乗平均誤差デコーダからデコーダ誤差エネルギー項を含む対角行列を構築する手
段と、
　前記最小二乗平均誤差メトリックを構築するべく前記最小二乗平均誤差デコーダとの間
のリンクのキャパシティを算出する手段と、
　を有し、
　前記特定の１つのプリコーディングマトリクスを特定する手段は、前記平均メトリック
の合計値または平均値を用いて、メモリデバイスに格納されているマトリクスコードブッ
ク内の全てのマトリクスを対象として検索を行って、無線ネットワークチャネルのキャパ
シティを高める特定のプリコーディングマトリクスであって、対応するマトリクスインデ
ックスを持つ特定のプリコーディングマトリクスを特定する手段と、
　前記マトリクスインデックスを前記無線ネットワークチャネルで送信する手段と、
　を有する受信機。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１４】
　本発明の一実施形態によると、無線ネットワークチャネルに対応するプリコーディング
マトリクスを特定する方法は、単位行列を含むキャパシティメトリックを特定するステッ
プと、単位行列を無視する近似メトリックを用いてキャパシティメトリックを近似するス
テップと、無線ネットワークチャネルのキャパシティを高める特定のプリコーディングマ
トリクスを特定するべく、マトリクスコードブック内の全てのマトリクスを対象として近
似メトリックを用いて検索を行うステップと、特定のプリコーディングマトリクスを対応
するマトリクスインデックスを無線ネットワークチャネルで送信するステップとを備える
。別の実施形態によると、当該方法は、最小二乗平均誤差デコーダからデコーダ誤差エネ
ルギー項を含む対角行列を構築するステップと、最小二乗平均誤差メトリックを構築する
べく最小二乗平均誤差デコーダとの間のリンクのキャパシティを算出するステップと、無
線ネットワークチャネルのキャパシティを高める特定のプリコーディングマトリクスを特
定するべく、最小二乗平均誤差メトリックを用いてマトリクスコードブック内の全てのマ
トリクスを対象として検索を行うステップと、特定のプリコーディングマトリクスに対応
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するマトリクスインデックスを無線ネットワークチャネルで送信するステップとを備える
。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
　プリコーディングマトリクスＦについてのキャパシティメトリックＩ（Ｆ）は以下の式
で表される。
【数７】

　式中、
【数８】

　は、サイズがＮｓｔｒｅａｍｓ×Ｎｓｔｒｅａｍｓの単位行列であり、Ｅｓは、送信エ
ネルギー合計値であり、Ｎ０は、ノイズエネルギーであり、ＦおよびＨは、上記の通りで
ある。数７は、単位行列を無視すると以下のように近似され得ることに留意されたい。
【数９】

　式中、
【数１０】

　は、Ａｂｓ－Ｄｅｔメトリックである。Ａｂｓ－Ｄｅｔメトリックは、以下の式のよう
にも表現し得る。
【数１１】
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　ターゲットプリコーディングマトリクスＦは、以下の式の解を求めることによって特定
され得る。
【数１２】

　Ａｂｓ－Ｄｅｔメトリックは、キャパシティメトリックに比べて２５％演算を低減する
ことが可能であり、その性能は、さまざまなケース（例えば、アンテナの設定を異ならせ
たケース、コンステレーションおよび符号レートを異ならせたケース、ストリームの数を
異ならせたケース等）において最尤度デコーダでは、キャパシティメトリックの性能と同
様である（損失は無視できる程度）。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
　方法１００のステップ１１０では、単位行列を含むキャパシティメトリックを特定する
。一例を挙げると、キャパシティメトリックは、数７で説明したメトリックと同様である
としてよい。特定の実施形態によると、単位行列は、定数を乗算するとしてよい。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２５】
　方法１００のステップ１２０では、単位行列を無視する近似メトリックを用いてキャパ
シティメトリックを近似する。一例を挙げると、近似メトリックは、数９で示したＡｂｓ
－Ｄｅｔマトリクスまたは数１１に示した等価表現であってよく、または、これらと同様
であってよい。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４４】
　例えば、受信アンテナが２つで、送信ストリームが２つの場合、キャパシティは以下の
式で表される。
【数１６】

　式中、Ｉは、単位行列であり、Ｅｓは、送信エネルギー合計値であり、Ｎ０は、ノイズ
エネルギーであり、Ｈは、チャネルマトリクスであり、Ｆは、最適プリコーディングマト
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リクス（コードブックの量子化は無し）で、列数がストリーム数に対応している。ストリ
ームが２つの場合のキャパシティは、以下の式でも表されるとしてよい。
【数１７】

　式中、Ｄは、対角成分がＨＨ＊の固有値である対角行列である。ストリームが２つの場
合のキャパシティは、以下のようにも表現され得る。
【数１８】

　式中、λｍａｘは、ＨＨ＊の固有値のうち最大値であり、λｍｉｎは、２番目の固有値
である。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６８】
　また、本明細書で開示する実施形態および限定は、実施形態および／または限定が、（
１）請求項で明示的に請求されていない場合、および、（２）均等例の原則の下で請求項
に明示的に記載している構成要素および／または限定の均等例と見なされる場合、公有の
原則に基づき公有に属するものではない。
　また、本明細書によれば、以下の各項目に記載の発明もまた開示される。
［項目１］
　無線ネットワークチャネルに対応するプリコーディングマトリクスを特定する方法であ
って、
　単位行列を含むキャパシティメトリックを特定する段階と、
　前記単位行列を無視する近似メトリックを用いて前記キャパシティメトリックを近似す
る段階と、
　メモリデバイスに格納されているマトリクスコードブック内の全てのマトリクスを対象
として、前記近似メトリックを用いて検索を行って、前記無線ネットワークチャネルのキ
ャパシティを高める特定のプリコーディングマトリクスであって、対応するマトリクスイ
ンデックスを持つ特定のプリコーディングマトリクスを特定する段階と、
　前記マトリクスインデックスを前記無線ネットワークチャネルで送信する段階と
　を備える方法。
［項目２］
　前記無線ネットワークチャネルの前記キャパシティを高める前記特定のプリコーディン
グマトリクスを特定することは、
　Ｆが前記特定のプリコーディングマトリクスを表し、
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【数３０】

　が前記近似メトリックを表す場合に、
【数３１】

　の解を求めることを含む項目１に記載の方法。
［項目３］
　無線ネットワークチャネルに対応するプリコーディングマトリクスを特定する方法であ
って、
　最小二乗平均誤差デコーダからデコーダ誤差エネルギー項を含む対角行列を構築する段
階と、
　最小二乗平均誤差メトリックを構築するべく前記最小二乗平均誤差デコーダとの間のリ
ンクのキャパシティを算出する段階と、
　前記最小二乗平均誤差メトリックを用いて、メモリデバイスに格納されているマトリク
スコードブック内の全てのマトリクスを対象として検索を行って、前記無線ネットワーク
チャネルのキャパシティを高める特定のプリコーディングマトリクスであって、対応する
マトリクスインデックスを持つ特定のプリコーディングマトリクスを特定する段階と、
　前記マトリクスインデックスを前記無線ネットワークチャネルで送信する段階と
　を備える方法。
［項目４］
　前記無線ネットワークチャネルの前記キャパシティを高める前記特定のプリコーディン
グマトリクスを特定することは、
　Ｆが前記特定のプリコーディングマトリクスであり、

【数３２】

　が成り立ち、
　Ｅが、前記対角行列である場合に、
【数３３】

　の解を求めることを含む項目３に記載の方法。
［項目５］
　無線ネットワークにおいて無線ネットワークチャネルのキャパシティを近似する方法で
あって、
　複数のパイロットトーンを受信する段階と、
　それぞれが前記複数のパイロットトーンのいずれか１つに対応している複数のチャネル
応答マトリクスおよび複数のノイズパワー項を、前記複数のパイロットトーンのそれぞれ
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について一のチャネル応答マトリクスおよび一のノイズパワー項が存在するように、推定
する段階と、
　トレース演算および行列式演算を前記複数のチャネル応答マトリクスのそれぞれに対し
て実行して、複数のトレースおよび複数の行列式を求める段階と、
　前記複数のトレースの平均値、前記複数の行列式の絶対値の平均値、および、前記複数
のノイズパワー項の平均値を求める段階と、
　前記無線ネットワークチャネルの前記キャパシティを、前記複数のトレースの平均値、
前記複数の行列式の絶対値の平均値、および、前記複数のノイズパワー項の平均値の関数
として表現する段階と、
　前記関数の解を求める段階と
　を備える方法。
［項目６］
　前記トレース演算を実行することは、ｐが前記複数のパイロットトーンのインデックス
であり、Ｈが前記チャネル応答マトリクスであり、ＨＨがエルミート転置演算子による演
算後の前記チャネル応答マトリクスである場合に、
【数３４】

　の解を求めることを含む項目５に記載の方法。
［項目７］
　前記複数のトレースの平均値を求めることは、Ｐが、

【数３５】

　を計算した対象であるパイロットトーンの総数を表す場合に、
【数３６】

　の解を求めることを含む項目６に記載の方法。
［項目８］
　前記行列式演算を実行することは、ｐが前記複数のパイロットトーンのインデックスで
あり、Ｈが前記チャネル応答マトリクスである場合に、ｄｅｔ（Ｈｐ）の解を求めること
を含む項目５に記載の方法。
［項目９］
　前記複数の行列式の絶対値の平均値を求めることは、Ｐが、ｄｅｔ（Ｈｐ）を計算した
対象であるパイロットトーンの総数を表す場合に、
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【数３７】

　の解を求めることを含む項目８に記載の方法。
［項目１０］
　前記複数のノイズパワー項の平均値を求めることは、ｐが、前記複数のパイロットトー
ンのインデックスであり、σは、前記ノイズパワー項であり、Ｐは、前記複数のパイロッ
トトーンの総数を表す場合に、
【数３８】

　の解を求めることを含む項目５に記載の方法。
［項目１１］
　前記複数のパイロットトーンのうち第１のパイロットトーンを受信する段階と、
　前記複数のパイロットトーンのうち第２のパイロットトーンを受信する前に、前記第１
のパイロットトーンに対応する第１のチャネル応答マトリクス、第１のノイズパワー項、
第１のトレース、および、第１の行列式を推定する段階と
　を備える項目５に記載の方法。
［項目１２］
　前記第１のチャネル応答マトリクス、前記第１のノイズパワー項、前記第１のトレース
、および、前記第１の行列式を推定した後に、メモリデバイスから前記第１のパイロット
トーンを破棄する段階をさらに備える項目１１に記載の方法。
［項目１３］
　メモリデバイスに格納され複数のプリコーディングマトリクスを含むマトリクスコード
ブックから、Ｍ個のサブキャリアのための一のターゲットプリコーディングマトリクスを
特定する方法であって、
　選択基準に対応するメトリックを選択する段階と、
　Ｎが１より大きく、Ｍ以下である場合に、Ｎ個のサブキャリア毎にチャネルマトリクス
を平均化して、Ｌ個の平均チャネルマトリクスを生成する段階と
　を備え、前記方法はさらに、
　前記マトリクスコードブックに含まれるプリコーディングマトリクス毎に、
　前記Ｌ個の平均チャネルマトリクスのそれぞれを用いて前記メトリックを算出して、Ｌ
個の平均メトリックを求める段階と、
　前記Ｍ個のサブキャリアについての前記Ｌ個の平均メトリックの合計値／平均値を算出
する段階と、
　前記ターゲットプリコーディングマトリクスとして、前記複数のプリコーディングマト
リクスから、前記メトリックの合計値／平均値を大きくする特定の１つのプリコーディン
グマトリクスを特定する段階と
　を備える方法。
［項目１４］
　Ｎは、Ｍに等しい項目１３に記載の方法。
［項目１５］
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　Ｌは、ＭをＮで除算した結果に等しい項目１３に記載の方法。
［項目１６］
　メモリデバイスに格納され複数のプリコーディングマトリクスを含むマトリクスコード
ブックから、一のターゲットプリコーディングマトリクスを、複数のチャネルインスタン
スのために特定する方法であって、
　前記マトリクスコードブックのサイズに応じて、Ｎコードワードのメトリックのバッフ
ァを用意する段階と、
　前記マトリクスコードブックに含まれる各プリコーディングマトリクスについて、チャ
ネルインスタンス毎に、前記各プリコーディングマトリクスのメトリックを算出する段階
、および前記バッファ内の前記メトリックに前記各プリコーディングマトリクスの前記メ
トリックを累算する段階と、
　前記ターゲットプリコーディングマトリクスとして、前記複数のプリコーディングマト
リクスから、所望の累算メトリックを生成する特定の１つのプリコーディングマトリクス
を特定する段階と
　を備える方法。
［項目１７］
　前記各プリコーディングマトリクスのメトリックを累算する段階は、複数の帯域にわた
って加算を実行する段階を有する項目１６に記載の方法。
［項目１８］
　前記各プリコーディングマトリクスのメトリックを累算する段階は、複数のフレームに
わたって加算を実行する段階を有する項目１６に記載の方法。
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